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宗
純
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風
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①
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貯
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貯
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蔭
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は
じ
め
に

一
休
宗
純
（
4
1
3
9
～
4
8
）
は
次
の
よ
う
に
早
う
。

　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
1

　
国
和
靖
の
上
下
の
居
O

春
意
年
々
梅
一
朶
　
　
高
風
夜
々
月
三
更

悔
詩
値
吟
末
清

孤
山
曽
断
名
利
路
　
　
慨

　
　
林
和
靖
（
7
8
9
6
～
麗
）
の
春
心
は
、
毎
年
梅
花
か
ら
生
じ
　
　
香
り
高
い
風
が
夜
毎
月

　
　
下
に
吹
く
　
　
　
（
西
湖
の
中
の
）
孤
山
で
、
と
つ
く
の
昔
に
名
利
を
断
ち
切
っ
て
い

　
　
る
の
に
　
　
ば
ザ
が
じ
“
σ
ば
私
（
．
一
，
娠
）
σ
吟
詠
が
ま
だ
衷
だ
清
ぢ
が
で
な
い
事

　
　
だ

た
ぶ
ん
、
梅
樹
の
下
の
林
和
靖
の
住
居
の
絵
を
見
て
、
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

同
じ
題
で
”
清
吟
腸
冷
横
斜
月
”
〈
「
和
靖
梅
下
居
（
二
）
」
〉
と
詠
ず
る
よ
う
に
、

林
和
靖
は
清
笛
の
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
一
休
自
身
は
結
句
で
、
”
吟
未
だ
清

か
ら
ず
”
と
憶
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
拙
論
の
冒
頭
に
□
を
あ
げ
た
の
は
、
一
休
宗
純
が
自
ら
を
”
詩
僧
”
と
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
「
移
芭
蕉
」
で
も
、
”
詩
人
窓
外
幾
風
味

白
日
晴
天
夜
雨
吟
”
と
、
詩
人
を
も
っ
て
自
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
囮
婬
欲
を
以
て
詩
文
に
換
う

　
衆
寮
及
第
大
雄
尊
　
　
著
述
佳
短
長
命
楓
　
　
愁
夢
勤
修
雲
雨
約
　
　
君

　
恩
猶
喜
費
吟
魂

　
　
衆
寮
で
開
悟
し
て
、
わ
し
は
釈
尊
と
同
じ
に
な
っ
た
も
の
の
　
　
諦
文
を
侮
を
各
声

　
　
こ
ぞ
秘
が
命
撫
σ
じ
剣
　
　
愁
い
の
夢
の
中
で
、
情
を
交
す
約
束
を
ま
だ
果
さ
ぬ
が

　
　
そ
な
た
の
愛
情
が
喜
ば
し
い
。
な
ぜ
な
ら
恩
愛
に
よ
っ
て
一
そ
う
詩
情
を
そ
そ
る
か

　
　
ら
だ

と
、
一
休
は
文
学
僧
の
名
声
を
求
め
、
今
日
に
『
狂
雲
集
』
『
自
戒
集
』
な
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ど
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
青
雲
子
、
ま
た
夢
閨
と
号
す
る
一
休
宗
純
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
世
に
、

す
　
ひ
ん

師
兄
の
養
曼
宗
願
及
び
そ
の
門
派
の
人
々
を
痛
罵
す
る
偶
を
作
り
、
愛
欲
の

情
を
赤
裸
々
に
二
十
八
字
に
吟
じ
た
。
『
狂
雲
集
』
は
同
時
代
の
詩
文
集
の

中
で
、
際
立
っ
て
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

　
一
休
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
詩
観
を
抱
い
て
、
か
か
る
異
色
の
詩
風
を
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
上
げ
た
の
か
。
中
本
環
氏
の
「
一
休
宗
純
の
盛
観
に
つ
い
て
」
　
（
『
中
世
文

藝
』
4
6
）
と
は
視
点
を
変
え
て
論
じ
て
み
た
い
。
一
人
の
人
物
の
詩
観
を
究

明
す
る
と
は
、

　
①
彼
が
詩
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
。
換
言
す
れ
ば
、
人
間
生
活
（
一
休
の

　
　
場
合
、
禅
僧
の
日
々
）
に
於
て
、
詩
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

　
②
如
何
な
る
詩
を
良
い
と
考
え
て
い
る
か
。
撮
れ
た
詩
の
条
件
は
　
　
？

　
③
秀
吟
を
作
る
為
に
は
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
か
。
門
弟
に
詩

　
　
の
学
び
方
、
作
り
方
を
ど
う
教
え
て
い
る
か
。

　
④
古
今
東
西
の
詩
人
や
作
品
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

な
ど
を
考
察
す
る
事
で
あ
ろ
う
。

　
中
世
の
詩
僧
が
自
己
の
詩
観
を
表
明
す
る
場
は
、
日
記
を
は
じ
め
と
し
て
、

道
号
の
由
来
を
述
べ
る
「
字
説
」
、
詩
文
集
や
詩
華
の
「
序
践
」
、
山
門
疏
や

江
湖
疏
な
ど
の
「
四
六
疏
」
、
弟
子
に
与
え
る
「
法
語
」
、
そ
し
て
書
簡
文
な

ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、
虎
関
師
錬
の
「
済
北
詩
話
」
、
糞
痴
圓
月
の
「
藤
陰

緑
玉
集
」
、
義
堂
周
信
の
『
空
華
日
用
工
夫
略
本
』
、
横
川
景
三
の
「
小
猫
東

遊
集
序
」
な
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
休
宗
純
に
は
直
接
に
詩
文
観
を
披

渥
し
た
文
章
は
無
く
、
結
局
、
『
狂
雲
集
』
『
続
々
雲
集
』
（
以
下
、
両
書
を
一

括
し
て
『
狂
雲
集
』
と
記
述
）
か
ら
、
帰
納
的
に
考
察
す
る
よ
り
方
法
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
狂
雲
集
』
は
必
ず
し
も
製
作
順
に
作
品
を
排
列
し
て
お
ら

ず
、
製
作
年
月
の
不
明
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
然
に
時
代

的
に
変
化
す
る
詩
観
を
通
観
し
得
ず
、
時
に
は
矛
盾
的
野
観
に
逢
着
す
る
事

が
あ
る
。
し
か
も
、
一
休
の
詩
偶
に
は
逆
説
的
表
現
が
多
く
、
作
品
か
ら
帰

納
的
に
彼
の
詩
文
観
を
探
る
事
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
困
難
点
を
承

知
の
上
で
、
以
下
、
詩
僧
一
休
の
重
三
・
詩
風
を
考
察
し
、
加
え
て
、
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の
『
狂
雲
集
』
解
釈
の
謙
ら
な
さ
を
補
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
、
萩
原
朔
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
す
べ
て
此
等
の
「
現
在
し
て
み
る
も
の
」
は
、
そ
の
現
実
感
の
故
に

　
プ
ロ
ゼ
ッ
ク

　
散
文
的
で
あ
る
。
故
に
詩
的
精
神
の
本
質
は
、
第
一
に
先
づ
「
非
所
有
へ

　
の
あ
こ
が
れ
」
で
あ
り
、
或
る
主
観
上
の
意
欲
が
掲
げ
る
、
夢
の
探
求
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
あ
る
こ
と
が
解
る
だ
ろ
う
。

こ
の
説
を
首
肯
す
る
な
ら
、
私
達
に
「
非
所
有
へ
の
あ
こ
が
れ
」
が
有
る
限

り
、
人
間
と
詩
と
は
切
り
離
せ
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
詩
聖
杜
甫
は
、
”
文
章
は

一
小
序
　
道
に
於
て
は
尊
し
と
為
さ
ず
”
〈
「
胎
南
陽
柳
小
鼻
」
V
と
、
詩
文
は

必
ず
し
も
尊
い
も
の
と
思
わ
な
か
っ
た
。
効
用
主
義
・
載
道
派
の
杜
甫
と
し

て
は
、
当
然
の
文
学
観
で
あ
っ
た
。
↓
休
宗
純
は
こ
の
よ
う
な
杜
甫
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

　
人
は
絶
代
聖
人
の
徒
と
言
え
ど
　
　
誰
か
清
高
老
杜
の
途
を
踏
ま
ん

2292



蔭木英雄
　
乾
坤
風
月
は
詩
嚢
の
底
　
　
発
舜
の
君
恩
は
聖
慮
の
髪
〈
「
杜
甫
像
」
O
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
一
身
は
濁
世
　
意
は
興
隆
　
　
覇
客
の
生
涯
三
十
年
　
　
書
聖
の
夜
雨
秋

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ニ
ま
か
ニ
ニ

　
風
の
暮
　
　
筆
に
信
せ
じ
好
詩
毛
万
篇
〈
「
杜
甫
像
」
ω
〉

　
　
　
　
　
　
う
た

な
ど
、
賛
歌
を
吟
い
あ
げ
た
。
弓
道
派
の
杜
甫
は
発
舜
の
道
を
、
萩
原
朔
太

郎
の
言
う
「
非
所
有
の
あ
こ
が
れ
」
と
し
て
、
千
万
篇
の
名
品
を
制
作
し
た
。

し
か
し
、
濁
世
に
生
き
る
一
休
宗
純
は
、
教
外
別
伝
の
正
法
眼
を
求
め
、
不

立
文
字
を
標
榜
す
る
禅
僧
で
あ
る
。
彼
は
詩
を
単
に
、
「
非
所
有
（
悟
り
）
へ

の
あ
こ
が
れ
」
と
し
て
、
又
は
、
「
己
事
究
明
」
「
見
性
成
仏
」
の
心
境
の
表

明
と
し
て
、
詩
の
存
在
を
素
直
に
肯
定
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
囹
文
章
を
嘲
け
る

　
人
熱
畜
聖
牛
馬
愚
　
　
隷
文
元
地
獄
工
充
　
　
我
慢
邪
玄
理
識
苦
　
　
可

　
嘆
波
旬
親
得
途

　
　
（
牛
は
牛
、
馬
は
馬
の
ま
ま
で
至
道
無
難
な
の
だ
が
）
人
間
と
い
う
も
の
は
（
そ
れ

　
　
に
気
付
か
ず
）
畜
生
の
牛
馬
の
愚
か
さ
を
持
っ
て
お
る
　
　
詩
文
ば
転
ど
翻
と
地
獄

　
　
往
ぎ
の
工
充
献
σ
じ
副
　
　
我
慢
や
邪
慢
の
心
で
（
詩
を
作
っ
て
）
情
欲
や
分
別
的

　
　
知
識
に
苦
し
ん
で
　
　
悪
魔
に
つ
け
こ
ま
れ
る
と
は
嘆
か
わ
し
い
事
じ
ゃ

一
休
に
と
り
詩
作
は
地
獄
入
り
の
片
道
切
符
で
あ
り
、
本
来
否
定
さ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
結
句
は
、
『
碧
巌
録
』
九
十
七
の
、
”
伎
禰
既
に
無
け
れ
ば
、

う
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
カ

波
旬
途
を
失
な
う
”
（
清
い
透
明
な
心
を
持
っ
て
い
て
、
情
欲
や
知
識
の
働
き
を
と
め

る
と
、
悪
魔
も
誘
惑
の
し
ょ
う
が
な
い
）
の
裏
が
え
し
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
へ

休
は
、
”
茸
雲
は
大
徳
下
の
波
旬
”
〈
「
前
年
辱
賜
云
々
」
〉
と
、
自
分
を
大
徳
寺

門
下
の
悪
魔
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
る
。
従
っ
て
團
の
結
句
は
、
一
休
自
身

が
詩
魔
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
自
己
を
嘲
り
つ
つ
苦
し
ん
で
い
る
　
　
と
解

釈
出
来
よ
う
。

　
中
国
の
詩
論
書
『
詩
品
』
の
冒
頭
は
、
人
の
感
性
は
外
物
か
ら
の
刺
激
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
応
し
て
、
そ
こ
か
ら
詩
が
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
室
町
時
代
の
気
が
物

情
を
動
か
し
、
室
町
禅
林
の
摺
れ
た
景
物
が
一
休
の
歴
史
的
心
情
を
揺
り
蕩

か
し
て
、
一
見
、
論
義
罪
や
不
邪
淫
戒
を
犯
す
よ
う
な
罵
署
の
偶
や
、
耽
色

の
詩
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
西
脇
順
三
郎
が
、

　
詩
人
は
詩
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
脳
髄
の
心
理
的
調
整
を
は
か

　
ろ
う
と
す
る
。
あ
る
い
は
ま
た
心
理
的
体
操
を
や
っ
て
脳
髄
の
健
康
と
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
定
を
保
と
う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
カ

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
詩
人
一
休
の
心
情
に
部
分
的
に
あ
て
は
ま
る
。

　
　
団
面
起
所
を
警
む

　
公
案
工
夫
暮
与
朝
　
　
山
堂
夜
々
雨
心
々
　
　
地
獄
猛
火
百
万
劫
　
　
溝

腹
詩
宵
幾
日
消

　
　
明
け
て
も
暮
れ
て
も
公
案
の
工
夫
　
　
山
堂
に
は
毎
晩
雨
が
寂
し
く
シ
ト
シ
ト
と
降

　
　
る
　
　
　
（
だ
の
に
）
地
獄
の
猛
火
は
い
つ
迄
も
燃
え
　
　
腹
，
一
．
椰
σ
詩
情
ば
（
猛
火

　
　
ど
剛
じ
で
）
W
？
消
え
る
こ
ど
寮
躾

起
承
句
か
ら
私
は
、
『
碧
雑
録
』
四
十
六
の
「
鏡
清
雨
滴
声
」
の
公
案
を
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ん

起
す
る
。
そ
れ
は
　
　
鏡
清
道
付
心
が
雲
水
に
、
「
門
外
は
平
常
の
音
じ
ゃ
」

と
問
う
と
、
「
雨
だ
れ
の
音
で
す
」
と
答
え
た
の
で
、
「
衆
生
顛
倒
し
て
、
己
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一休宗純の詩観・詩風

に
迷
う
て
物
を
逐
う
（
み
な
自
己
を
忘
れ
て
客
観
の
世
界
に
執
ら
わ
れ
て
い
る
）
」
と

教
戒
し
た
　
　
と
い
う
公
案
で
あ
る
。
一
休
は
雨
の
音
を
聞
き
つ
つ
、
こ
の

よ
う
な
公
案
を
工
夫
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
詩
情
の
猛
火
は

雨
に
も
消
え
ず
に
燃
え
さ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
固
破
戒

　
悪
詩
題
取
記
吾
曽
　
　
儒
雅
風
流
破
戒
僧
　
　
吟
断
十
年
樵
屋
底
　
　
山

　
林
暗
夜
対
残
灯

　
　
下
手
な
詩
を
作
っ
て
自
分
の
昔
を
記
し
て
み
る
と
　
　
儒
者
に
ど
．
伊
．
℃
σ
風
膿
ば
櫛

　
　
σ
7
ゾ
に
ば
破
戒
で
蔽
。
隻
だ
　
　
ゆ
え
に
こ
の
十
年
間
、
詩
作
を
や
め
て
木
こ
り
小

　
　
屋
で
暮
し
　
　
山
林
の
暗
夜
に
残
灯
に
向
っ
て
坐
っ
て
い
る
の
じ
ゃ

一
休
は
風
流
を
仏
者
の
立
場
か
ら
否
定
し
、
破
戒
と
き
め
つ
け
る
。
結
句
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

山
林
は
、
“
山
林
は
富
貴
五
山
は
衰
う
”
〈
「
題
養
里
大
占
庵
」
〉
か
ら
考
え
る
と
、

五
山
官
寺
に
対
す
る
語
で
、
大
徳
寺
を
さ
し
て
お
り
、
残
灯
も
、
大
徳
寺
開

　
も
　
　
も

山
大
灯
国
師
宗
峰
妙
超
の
禅
が
衰
微
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

て
結
句
は
、
（
大
徳
寺
門
派
の
衰
え
て
い
る
今
、
柄
は
細
々
と
大
灯
禅
を
守

る
の
じ
ゃ
）
と
い
う
読
み
が
成
り
立
つ
。

囹
破
戒
．

扶
桑
艶
簡
散
文
鮮

情
自
折
十
余
年

吟
杖
清
高
雲
煙
天

平
落
江
湖
風
雨
枕
　
　
詩

　
　
日
本
の
恋
文
や
散
文
は
美
し
く
　
　
杖
を
つ
い
て
の
吟
詩
は
雲
や
月
の
空
の
よ
う
に

　
　
清
く
気
高
い
（
し
か
し
そ
れ
は
過
去
の
ワ
シ
の
破
戒
行
為
じ
ゃ
っ
た
）
　
　
今
は
田

　
　
舎
で
落
ち
ぶ
れ
て
風
雨
の
音
を
枕
辺
に
聞
き
　
　
臣
彊
で
諦
情
を
至
年
余
剃
虹
折
，
犠

　
　
℃
お
る
の
じ
剣

　
　
　
　
　
も
　
　
へ

”
風
雨
雪
月
艶
簡
を
吟
ず
”
〈
百
課
」
〉
と
い
う
如
く
、
一
休
は
艶
簡
を
日
課

　
　
　
　
も
　
　
も

と
し
、
”
艶
簡
艶
詩
三
十
年
”
〈
圓
「
末
後
浬
繋
堂
繊
悔
」
V
と
、
三
十
年
間
も
作

り
続
け
た
。
そ
れ
が
囹
の
破
戒
な
の
で
あ
ろ
う
。
江
湖
に
流
落
す
る
今
は
、

そ
の
反
省
？
か
ら
詩
作
の
筆
を
折
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
承
句
の
流

落
は
、
”
自
然
に
流
瀞
し
塵
繊
を
絡
プ
”
〈
「
題
白
楽
天
像
」
〉
の
よ
う
な
も
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
た

ら
、
反
省
？
の
成
果
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
”
流
落
す
れ
ど
も
終
に
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

外
の
友
無
し
”
〈
「
心
中
」
〉
、
“
江
山
に
流
落
し
て
識
情
を
長
ず
”
〈
「
好
名
繊
悔
」
〉

と
い
う
、
俗
塵
・
名
誉
欲
に
ま
み
れ
た
流
落
で
も
あ
っ
た
。

　
私
は
、
”
一
休
は
風
流
を
破
戒
と
認
め
、
艶
簡
艶
詩
を
作
り
続
け
た
三
十

年
を
反
省
？
し
た
”
と
、
反
省
の
二
字
の
下
に
？
を
付
け
た
。
そ
れ
は
、
次

の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

国
懐
壷

愛
念
愛
思
苦
胸
次
　
　
詩
文
忘
却
無
．
↓
．
宅
　
　
唯
有
悟
道
無
道
心
　
　
今

日
猶
愁
沈
生
死

　
拙
僧
は
む
か
し
愛
欲
に
溺
れ
て
心
を
苦
し
め
　
　
諦
文
も
忘
れ
き
，
免
て
一
．
字
虹
侮
銃

　
献
か
免
だ
　
　
た
だ
悟
り
だ
い
ば
か
り
で
求
道
心
が
無
か
っ
た
が
　
　
今
で
も
生
死

　
の
輪
廻
に
沈
ん
で
い
る
の
が
悲
し
い
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蔭木英雄
　
　
團
懐
古
．

　
至
年
溺
愛
失
文
章
　
　
不
是
行
天
然
即
忘
　
　
翰
墨
再
論
近
年
事
　
　
輪

　
廻
断
尽
史
生
腸

　
　
モ
年
魚
愛
欲
に
雲
海
℃
文
章
蟹
失
．
免
℃
匪
だ
が
　
　
こ
れ
は
わ
ざ
と
で
な
く
自
然
に

　
　
忘
れ
て
い
た
の
じ
ゃ
　
　
詩
文
を
再
び
論
じ
は
じ
め
た
の
は
つ
い
近
年
の
事
で

　
　
（
愛
欲
と
詩
文
と
の
）
輪
廻
を
切
断
す
る
の
が
来
世
の
願
い
な
の
じ
ゃ

愛
欲
の
為
に
自
然
に
詩
文
を
忘
れ
て
い
た
十
年
（
国
君
）
と
、
破
戒
僧
の
自

覚
か
ら
意
志
的
に
詩
情
を
折
っ
て
い
た
十
年
（
固
囹
）
と
は
、
別
々
の
十
年

だ
ろ
う
か
。
も
し
重
な
り
合
う
と
し
た
ら
、
一
休
は
、
千
々
に
乱
れ
て
矛
盾

分
裂
す
る
詩
興
を
抱
い
て
、
江
湖
を
行
脚
し
た
事
に
な
る
。
私
は
そ
う
い
う

矛
盾
す
る
一
休
の
内
面
を
想
っ
て
、
国
の
結
句
の
輪
廻
を
カ
ッ
コ
の
よ
う
に

訳
し
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
前
述
し
た
如
く
、
制
作
年
月
が
不
明
の
作
品
か

ら
、
彼
の
翼
翼
を
統
一
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
ま
ち
が
い
な
の
か

も
知
れ
ぬ
。

　
撃
高

忘
却
五
端
詩
末
書
　
　
半
生
半
死
早
言
堂
　
　
黄
泉
路
上
此
吟
興
　
　
閻

老
宮
前
後
悔
腸

　
総
℃
叡
忘
ね
果
℃
℃
藪
詩
ば
ま
だ
頭
が
屡
島
町
庶
　
　
息
も
絶
え
だ
え
の
病
室
で
も

　
1
　
　
死
出
の
旅
路
で
も
此
の
よ
う
に
詩
興
が
わ
く
　
　
エ
ン
マ
様
の
御
殿
で

　
後
悔
す
る
こ
と
じ
ゃ
ろ
う

え
ん
こ
こ
く
ご
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヵ
　
ぬ

園
悟
克
勤
を
一
休
は
、
”
浬
葉
堂
裡
に
言
詮
を
絶
す
（
禅
寺
の
病
室
で
園
悟
は
言

語
詩
文
を
超
絶
し
て
悟
っ
た
）
”
〈
「
園
悟
大
病
」
V
と
詠
じ
た
が
、
彼
自
身
は
浬
薬
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
っ
　
け

で
も
、
宿
業
の
如
く
詩
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
習
気
に
染
ま
り
き
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
ペ
タ
ル
を
踏
み
や
め
る
と
倒
れ
て
し
ま
う
自
転
車
と
同
様
、

研
究
と
教
育
を
や
め
る
と
自
己
の
存
在
感
を
喪
失
す
る
自
分
の
姿
を
、
一
休

の
詩
偶
の
中
に
見
出
す
私
で
あ
る
。
畢
寛
、
文
学
は
人
間
省
察
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
囮
偶
を
作
り
、
飯
を
博
て
喫
す

　
来
往
東
山
昔
年
今
　
　
飢
時
一
飯
価
千
金
　
　
蕩
支
受
配
仏
魔
話
　
　
慨

憶
詩
慨
風
見
吟

　
　
東
山
建
仁
寺
に
昔
も
今
も
往
来
し
　
　
空
腹
時
の
一
椀
の
飯
は
千
金
の
価
値
が
あ
る

　
　
　
蕩
支
を
た
べ
た
清
素
は
仏
魔
の
話
を
し
た
が
　
　
咳
ゾ
ば
飯
む
だ
べ
詩
悔
む
撤

　
　
“
て
生
国
な
吟
ず
を
σ
が
ば
ザ
が
じ
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
て
つ
り
ょ
う
は
ん

一
休
は
周
建
と
称
し
た
少
年
時
代
、
東
山
建
仁
寺
の
慕
詰
罵
言
に
つ
き
『
三

体
詩
』
を
学
ん
だ
。
圓
の
起
承
句
は
題
の
通
り
、
偶
を
作
っ
て
食
費
を
得
た

事
を
詠
う
。
売
文
で
あ
る
。
私
は
本
稿
の
主
題
か
ら
結
句
に
傍
線
を
引
い
た

が
、
画
の
眼
目
は
実
は
転
句
に
あ
る
。
鑑
零
循
協
（
」
子
1
0
4
～
⑪
9
）
は
清
素
首
座

　
れ
　
い
　
し

に
蕩
支
を
献
じ
た
あ
と
、
自
分
の
修
行
経
過
や
見
解
を
述
べ
た
。
す
る
と
清

素
は
、

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
只
だ
仏
に
入
る
べ
き
も
、
魔
に
入
る
べ
か
ら
ず
。
須
ら
く
知
る
べ
し
、
古

　
徳
の
、
「
真
後
の
一
句
始
め
て
牢
関
に
到
る
」
と
謂
い
し
こ
と
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

と
述
べ
、
兜
率
を
導
い
た
。
一
こ
の
禅
宗
史
話
を
踏
ま
え
て
転
結
句
を
解
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一休宗純の詩観・詩風

釈
し
な
お
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
へ

　
（
故
郷
の
菓
物
の
）
蕩
支
を
食
っ
た
窒
素
首
座
は
、
（
差
支
を
く
れ
た
兜
率
に
）
仏
魔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
の
公
案
を
与
え
て
接
化
教
導
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
作
偶
の
代
償
に
飯
を
食
っ
た
ワ
シ
は

　
め
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
う
　
　
も
　
　
で
　
　
も
　
　
る
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
修
行
者
を
指
導
す
る
こ
と
な
く
、
風
月
を
吟
じ
て
い
る
の
が
悦
か
し
い
わ
い
。

と
な
り
、
二
十
八
字
に
は
表
わ
れ
な
い
傍
点
の
一
休
の
心
情
が
、
教
職
に
あ

　
　
　
　
ひ
し

る
筆
者
に
舞
々
と
迫
て
く
る
。

　
　
圓
末
後
追
祠
堂
の
餓
悔
一

　
艶
麗
艶
諦
三
至
年
　
　
虚
名
天
沢
正
伝
禅
　
　
吟
身
半
夜
童
言
痩
　
　
雪

　
月
風
流
白
髪
前

　
　
恋
文
嗣
艶
詩
琶
三
七
年
戴
侮
駆
続
研
だ
7
ゾ
ば
　
　
暖
蔦
（
天
沢
庵
主
）
正
伝
の
禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な

　
　
者
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
虚
し
い
名
声
じ
ゃ
　
　
艶
詩
を
苦
吟
す
る
身
体
は
灯
火
が

　
　
薄
れ
る
の
と
一
し
ょ
に
痩
せ
　
　
雪
じ
ゃ
月
じ
ゃ
と
風
流
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
い

　
　
る
間
に
白
髪
に
な
っ
て
し
も
う
た
わ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

転
句
の
灯
は
、
言
う
迄
も
な
く
大
灯
国
師
の
禅
の
暗
喩
で
、
艶
詩
に
耽
れ
ば

耽
る
ほ
ど
大
灯
禅
は
衰
え
て
ゆ
く
　
　
と
嘆
く
一
休
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

　
詩
を
論
ず
る
は
禅
を
論
ず
る
が
如
し
。
（
中
略
）
大
抵
禅
道
は
惟
だ
妙
悟
に

　
在
り
。
詩
道
も
亦
妙
悟
に
在
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
厳
羽
が
述
べ
る
よ
う
な
、
安
易
な
詩
禅
一
致
論
は
有
し
な
か
っ
た
。

　
　
画
自
賛

　
大
忌
仏
法
没
光
輝
　
　
龍
宝
山
中
今
有
誰
　
　
東
海
児
孫
千
歳
後
　
　
吟

運
指
世
帯
渾
詩

　
　
大
棚
国
師
の
禅
は
輝
き
を
失
な
い
　
　
龍
宝
山
大
徳
寺
に
は
今
（
大
灯
禅
を
継
ぐ
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
と
し
て
）
誰
が
居
る
？
　
　
（
虚
堂
禅
師
が
詠
っ
た
日
多
の
偶
の
）
東
海
の
子
孫
の

　
　
ワ
シ
は
千
年
の
後
ま
で
薩
を
撫
℃
建
議
に
菅
左
歪
誇
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら

一
休
宗
純
は
、
”
嘆
息
す
多
年
大
灯
を
晦
ま
せ
し
を
”
〈
「
前
年
辱
賜
大
灯
国
師
頂

相
云
々
」
〉
と
自
悔
す
る
反
面
、
”
狂
雲
は
真
に
是
れ
大
灯
の
孫
”
〈
「
山
居
」
〉
、

“
一
人
荷
坦
す
松
源
の
禅
”
〈
「
自
賛
」
〉
と
、
松
源
三
岳
か
ら
大
灯
国
師
に
伝

わ
る
禅
を
継
承
し
て
い
る
事
を
自
負
す
る
。
圓
で
艶
詩
に
よ
っ
て
大
灯
禅
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

衰
微
さ
せ
た
と
臓
揺
す
る
一
休
は
、
囮
で
は
、
大
当
の
輝
き
が
失
せ
た
大
徳

寺
で
、
許
渾
の
詩
叢
に
苦
し
む
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
ご
ろ
も
　
　
　
　
　
　
　
の
ニ
ニ
　
ニ
コ
ニ
ニ
ニ

　
囮
渇
し
て
は
水
を
夢
み
、
振
う
し
て
は
袈
を
夢
む
。
閨
房
を
夢
み

　
　
る
は
乃
ち
余
の
性
な
り
。
（
中
略
）
余
則
ち
老
君
薄
幸
に
し
て
、
吾

　
　
　
　
　
　
　
し
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
が
好
む
所
を
標
す
の
み
。
因
て
四
篇
を
題
し
、
以
て
夢
閨
記
を
為

　
　
り
て
云
う
、

巫
山
雨
滴
入
新
禧
　
　
婬
色
血
流
諦
亦
婬
　
　
江
海
乾
坤
杜
陵
涙
　
　
鄭

州
今
夜
月
沈
々

　
巫
山
の
雨
だ
れ
の
音
が
我
が
新
作
の
詩
に
入
り
こ
み
　
　
咳
ゾ
ば
色
観
に
鰺
れ
胤
流

　
に
σ
ぬ
堅
ご
み
詩
に
間
且
己
な
失
証
ヶ
　
　
広
い
江
海
の
天
地
を
さ
す
ら
う
杜
甫
は

　
涙
を
流
し
て
　
　
麟
州
（
の
妻
の
閨
房
）
を
眺
め
る
と
今
夜
も
月
が
沈
ん
で
ゆ
く
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蔭木英雄
起
句
は
興
趣
深
い
。
巫
山
は
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」
に
詠
わ
れ
る
如
く
、
男
女

の
情
事
を
表
わ
し
、
『
狂
雲
集
』
に
も
頻
出
す
る
。
雨
滴
は
囚
で
述
べ
た
、
”
雨

だ
れ
の
音
を
聞
く
自
己
を
ば
失
な
う
な
”
と
い
う
「
鏡
清
雨
滴
声
」
の
公
案

に
拠
る
語
で
あ
る
。
従
っ
て
起
句
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ

　
ワ
シ
は
今
度
の
新
作
で
も
、
己
事
を
究
明
せ
ず
に
、
情
事
に
淫
れ
た
詩
を
吟
じ
て
し
ま

　
つ
た

と
い
う
意
味
に
な
る
。
一
休
は
現
実
的
非
所
有
の
閨
房
を
あ
こ
が
れ
夢
に
見

て
、
色
欲
・
風
流
・
艶
詩
に
婬
す
る
の
で
あ
っ
た
。

三

思
詩
と
い
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
5
）

一
休
は
し
ば
し
ば
祖
師
の
園
悟
克
勤
の
故
事
を
詠
う
。

　
　
図
園
悟
大
師
の
投
機

　
海
吟
小
聖
。
↓
．
章
諦
　
　
発
動
乾
坤
投
大
機
　
　
撃
竹
見
桃
殿
主
問
　
　
須

　
弥
脚
下
石
吉
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

　
　
（
園
悟
禅
師
は
）
贋
艶
詩
む
静
が
に
吟
じ
で
　
　
天
地
を
動
か
し
仏
祖
の
機
に
合

　
　
致
し
て
大
悟
し
た
　
　
香
厳
和
尚
の
撃
竹
や
賢
聖
禅
師
の
見
桃
（
の
大
悟
の
契
機
）

　
　
を
も
し
問
う
者
が
い
た
ら
　
　
ワ
シ
は
「
二
人
と
も
須
弥
荷
下
の
黒
亀
の
よ
う
な
大

　
　
馬
鹿
者
じ
ゃ
」
と
答
え
よ
う
そ
。
（
小
艶
詩
は
す
ば
ら
し
い
）

　
　
　
　
　
け
そ
う
そ
う
ど
ん
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

一
休
の
師
の
華
聖
宗
曇
は
設
号
を
大
機
弘
宗
禅
師
と
い
う
の
で
、
承
句
は
圃

起
句
と
同
様
、
一
種
の
懸
詞
で
あ
る
（
禅
文
学
で
は
機
縁
の
語
と
い
う
）
。
従
っ

て
起
承
句
は
、

　
わ
し
（
1
1
一
休
）
も
小
雨
詩
を
吟
じ
て
、
天
地
を
憾
が
し
て
華
聖
老
師
に
参
禅
し
た
。

と
解
釈
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
香
厳
智
閑
と
霊
雲
集
勤
と
が
、
石
烏
亀
の

如
く
に
不
動
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
園
悟
と
一
休
と
は
、
豊
艶
詩
を
吟
じ
て

天
地
を
震
憾
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

　
　
囮
園
悟
の
大
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
巫
山
夜
々
夢
難
驚
　
　
艶
簡
題
詩
対
塁
繁
　
　
只
為
群
馬
呼
小
玉
　
　
風

　
流
可
愛
美
人
情

　
　
夜
ご
と
の
巫
山
の
（
神
女
と
契
っ
た
）
夢
は
覚
め
が
た
く
　
　
恋
文
に
詩
蟹
書
ぎ
プ

　
　
嗣
℃
銑
σ
燭
含
に
厳
ヶ
　
　
そ
れ
は
た
だ
愛
す
る
男
性
に
（
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ

　
　
よ
う
と
、
侍
女
の
）
小
玉
を
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
で
　
　
風
流
な
美
人
の
心
情
は
愛
す

　
　
べ
き
で
あ
る
。

小
艶
詩
に
依
拠
す
る
転
句
は
、
己
事
究
明
・
見
性
成
仏
を
自
証
さ
せ
る
為
に
、

手
段
と
し
て
文
字
言
語
を
援
用
す
る
と
い
う
喩
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
月
と
指

の
関
係
で
あ
る
。
月
（
真
理
・
仏
性
・
美
κ
）
を
相
手
（
修
行
者
・
楓
郎
）
に
見

つ
け
さ
せ
る
為
に
は
、
指
（
文
字
言
語
・
小
玉
を
呼
ぶ
声
）
が
必
要
で
あ
る
。
故

に
結
句
の
“
美
人
の
情
”
と
は
、
檀
郎
つ
ま
り
修
行
者
に
、
自
己
の
内
な
る

仏
性
を
自
証
さ
せ
る
慈
悲
心
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

　
艶
詩
を
吟
ず
る
事
は
、
一
休
宗
純
に
と
っ
て
は
、
薫
化
衆
生
の
大
乗
仏
教

　
精
神
で
あ
る
。

の
だ
っ
た
。
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一休宗純の詩観・詩風

　
　
囮
園
悟
の
大
病
二

　
娘
生
仏
果
已
円
成
　
　
大
病
苦
中
無
識
情
　
　
小
鴨
諦
假
湘
凧
会
　
　
鶏

　
声
茅
店
月
三
更

　
　
園
悟
仏
果
禅
師
が
生
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
無
上
正
等
覚
（
仏
果
）
は
す
で
に
成
就
し

　
　
　
　
金
山
で
大
病
に
苦
し
ん
で
も
、
知
識
情
念
に
執
ら
わ
れ
な
か
っ
た
　
　
小
瞭
諦

　
　
σ
寒
秦
饗
得
レ
敷
産
が
園
悟
禅
師
は
鶏
の
士
豹
聞
い
て
大
悟
し
・

　
　
そ
の
時
、
夜
中
の
月
が
宿
屋
を
照
ら
し
て
い
た

起
句
の
仏
果
は
、
園
悟
克
勤
の
禅
師
号
と
無
上
正
等
覚
の
意
を
懸
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

転
句
で
、
”
豊
艶
の
詩
情
　
人
は
会
せ
ず
”
と
吟
ず
る
の
は
、
裏
が
え
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

”
園
悟
禅
師
は
小
艶
詩
の
心
を
き
ち
ん
と
会
得
し
、
柄
も
理
会
し
て
艶
書
を

吟
じ
続
け
る
の
だ
”
と
い
う
宣
言
と
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
結
句

は
、
『
三
体
詩
』
温
庭
園
「
商
店
早
行
」
の
、
”
鶏
声
茅
店
月
”
の
名
句
と
、

注
（
1
7
）
の
園
悟
大
悟
の
鶏
鳴
と
に
拠
っ
て
お
り
、
心
憎
い
ほ
ど
巧
妙
な
作
句

で
あ
る
。

　
艶
詩
を
吟
ず
る
事
は
下
化
衆
生
の
大
乗
行
と
は
い
う
も
の
の
、
一
休
の
心

は
時
と
し
て
ゆ
ら
ぐ
の
で
あ
っ
た
。

　
國
病
中

美
膳
誰
具
一
双
鮎
　
　
小
書
工
夫
日
吊
虚
　
　
婬
色
吟
身
頭
上
雪
　
　
目

前
荒
草
聖
曽
鋤

　
食
膳
に
誰
が
う
ま
い
二
匹
の
魚
を
添
え
て
く
れ
る
の
だ
（
誰
か
ら
も
手
紙
が
来
な
い
）

　
　
　
　
だ
が
咬
小
艶
詩
琶
伶
を
郎
凧
σ
工
充
（
下
化
衆
生
σ
尤
棄
徐
）
献
空
レ
W

　
　
色
欲
に
耽
り
詩
を
吟
じ
て
頭
も
白
髪
と
な
り
　
　
目
前
の
煩
悩
を
除
く
こ
と
も
せ

　
　
ぬ
。
煩
悩
即
菩
提
じ
ゃ
。

結
句
は
、
「
三
乗
十
二
分
教
と
い
う
釈
尊
一
代
の
教
え
は
、
仏
性
を
説
き
明

し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
臨
済
義
玄
の
、

　
感
奮
射
て
鋤
か
ず
（
柄
は
胸
中
の
思
草
を
一
度
も
刈
っ
た
事
は
な
い
。
無
明
の
実

　
性
が
即
ち
仏
性
な
の
じ
ゃ
）
。

と
い
う
返
答
に
拠
っ
て
い
る
。
婬
色
の
小
息
詩
の
虚
し
い
工
夫
が
、
即
ち
そ

の
ま
ま
仏
性
で
あ
る
一
と
は
言
う
も
の
の
、
承
句
を
吟
ず
る
一
休
の
心
中

に
は
、
微
か
な
後
め
た
さ
が
有
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
議
場
悟
大
師
の
投
機
艇
の
後
に
題
す

　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
サ

　
新
品
小
書
一
章
詩
　
　
詩
句
工
夫
説
向
誰
　
　
残
生
白
髪
猶
淫
色
　
　
鬼

距
骨
魔
決
是
非

　
　
（
園
悟
大
師
投
機
頒
を
読
ん
で
ワ
シ
も
）
あ
ら
た
め
て
小
艶
詩
を
作
っ
た
が
　
　
詩

　
　
句
の
工
夫
は
誰
に
説
明
し
よ
う
か
（
誰
も
解
っ
て
く
れ
ぬ
）
　
　
残
り
少
な
い
白
髪

　
　
の
人
生
な
の
に
ま
だ
ワ
シ
は
色
欲
に
耽
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
　
　
湘
物
慈
見
蹴
G
闘
魔

　
　
が
結
局
7
ゾ
σ
燈
弗
を
決
醐
を
だ
釈
ゲ
記

傍
点
の
三
語
が
圖
と
重
な
る
。
意
味
の
上
で
は
、
”
南
向
誰
”
は
圖
の
”
虚
”

に
、
”
猶
”
が
圖
の
結
句
に
、
”
白
髪
”
が
圖
の
”
頭
上
雪
”
に
対
応
し
て
い

て
、
画
囮
は
全
く
同
じ
テ
ー
マ
を
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鬼
門
は
諸
橋
『
大

漢
和
辞
典
』
を
引
く
と
、
（
相
士
の
眼
）
と
あ
る
。
閻
魔
は
死
人
の
吉
凶
良
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蔭木英雄
否
を
見
ぬ
く
翠
玉
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
似
而
非
工
匠
や
現
今

の
文
筆
家
た
ち
は
、

　
一
休
は
艶
福
を
作
り
、
婬
坊
に
出
入
す
る
エ
ロ
坊
主
で
あ
る
。

と
皮
相
的
に
評
し
て
い
る
が
、

　
結
局
は
、
閻
魔
が
ワ
シ
の
本
質
、
つ
ま
り
、
艶
詩
は
下
化
衆
生
の
慈
悲
行

　
で
あ
る
事
を
、
見
抜
い
て
く
れ
る
わ
い
。

と
い
う
の
が
囮
の
結
句
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
、
コ
休
の
自
己
弁
護
な

り
」
と
解
す
る
凡
俗
は
、
ま
さ
に
、

　
　
　
　
　
お
そ

　
鉄
棒
応
に
昂
る
べ
し
　
鬼
眼
晴
〈
「
嘲
文
章
」
⇔
〉

と
、
閻
魔
に
小
ざ
か
し
い
知
恵
を
見
す
か
さ
れ
て
、
鉄
棒
で
打
ち
す
え
ら
れ

る
に
違
い
な
い
。

　
一
休
宗
純
の
前
朝
衆
生
の
慈
悲
行
は
、
罵
署
の
詩
偶
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
。

こ
こ
に
も
、
彼
の
詩
観
①
（
拙
論
冒
頭
の
”
人
間
生
活
に
於
け
る
詩
”
の
位
置
づ
け
）

を
見
る
事
が
出
来
る
。

　
國
抜
商
罪
を
繊
悔
す

言
鋒
殺
数
幾
多
人
　
　
述
侮
題
諦
筆
罵
κ
　
　
八
裂
七
花
舌
頭
罪
　
　
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
∵

泉
難
免
火
車
人

　
ワ
シ
は
剣
の
よ
う
な
言
葉
で
ど
れ
程
多
く
の
人
を
殺
し
て
き
た
事
か
　
　
慨
寮
詩
蟹

　
侮
．
か
，
℃
ば
、
筆
で
瓦
を
罵
鰍
引
を
（
し
か
し
、
こ
れ
は
雲
門
や
黄
果
の
よ
う
に
慈
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
と

　
行
な
の
じ
ゃ
）
　
　
他
人
を
惑
わ
す
舌
先
三
寸
の
罪
は
　
　
死
出
の
旅
路
で
火
車
に

　
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

中
本
環
氏
に
よ
れ
ば
、
『
狂
雲
集
』
は
偶
頬
賛
を
中
心
に
集
め
、
『
続
狂
雲
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
』
は
詩
を
中
心
に
集
め
て
い
る
と
い
う
。
す
る
と
傍
線
の
承
句
は
、
『
狂

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

雲
集
』
の
偶
、
『
続
出
雲
詩
集
』
の
詩
の
何
れ
を
問
わ
ず
、
養
嬰
・
春
浦
を

は
じ
め
人
々
を
罵
倒
し
続
け
て
い
る
事
に
な
る
。
一
休
の
罵
署
雑
言
は
単
な

る
怒
声
や
怨
恨
の
叫
び
で
は
な
い
。
『
碧
外
垣
』
六
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
平
鋪
の
処
に
到
っ
て
又
却
て
人
を
罵
る
（
雲
門
文
語
は
日
常
会
話
で
も
人
を
罵

　
っ
て
導
く
）
。

と
あ
り
、
又
、
『
碧
巌
録
』
十
一
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
め
　
　
う

　
人
多
く
喚
ん
で
、
「
黄
奨
人
を
罵
る
」
と
為
す
。
具
眼
の
者
は
自
ら
他
の

　
有
処
を
見
ん
（
多
く
の
人
は
「
黄
壁
希
運
は
、
よ
く
人
を
罵
る
お
方
だ
」
と
言
う
が
、

　
具
眼
の
者
は
黄
壁
の
真
意
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ろ
ん

の
用
例
で
明
ら
か
な
如
く
、
罵
署
の
詩
偶
は
胡
乱
の
修
行
者
を
覚
醒
さ
せ
、

警
策
す
る
接
化
の
手
段
な
の
で
あ
っ
た
。

　
　
國
末
後
浬
樂
堂
の
俄
悔
二

　
風
音
気
象
頬
兼
詩
　
　
乗
興
邪
慢
吟
謡
曲
　
　
悪
魔
内
外
託
奇
筆
　
　
猛

　
火
獄
中
無
出
期

　
　
風
の
音
や
天
気
に
よ
っ
て
頬
や
詩
を
作
り
　
　
興
に
悪
の
り
し
て
髭
を
ひ
ね
っ
て
詩

　
　
を
吟
ず
る
　
　
悪
魔
ば
吋
が
翫
口
外
が
咬
虹
7
ゾ
σ
筆
に
棄
畷
移
．
免
で
　
　
猛
火
の

　
　
地
獄
か
ら
脱
出
す
る
時
が
な
い
わ
い

一
休
の
罵
倒
の
筆
鋒
は
、
悪
魔
が
乗
り
移
っ
て
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
悪
魔

と
は
、
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ぬ
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
む

　
悪
魔
臨
済
正
伝
境
〈
「
園
悟
大
病
三
」
〉

　
へ
　
る
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
悪
魔
鬼
眼
晴
〈
「
賛
臨
済
和
尚
」
〉

の
用
例
が
示
す
よ
う
に
、
臨
済
禅
の
正
伝
を
見
抜
く
眼
光
の
持
ち
主
な
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
帰
納
的
に
『
狂
雲
集
』
を
読
ん
で
来
る
と
、
一
休
の
婬
ら
な

艶
詩
も
、
激
し
い
悪
罵
詩
も
、
す
べ
て
臨
済
禅
、
真
実
の
仏
法
を
希
う
叫
び

な
の
で
あ
る
。
か
つ
て
萩
原
朔
太
郎
が
、

　
道
徳
的
情
操
は
、
本
質
に
於
て
の
詩
的
精
神
で
あ
る
故
に
、
す
べ
て
倫
理

　
感
を
基
調
と
し
て
み
る
文
芸
は
、
必
然
的
に
「
詩
」
の
観
念
に
取
り
入
れ

　
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
駆
真
σ
詩
む
捺
プ
転
σ
ば
、
道
徳
で
献
ぐ

　
じ
で
宗
教
で
蹴
を
。
な
ぜ
な
ら
宗
教
は
、
一
層
「
感
情
の
意
味
」
が
濃
厚

　
で
あ
り
、
イ
デ
ヤ
に
於
て
の
夢
が
深
く
、
永
遠
に
実
在
す
る
も
の
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
る
プ
ラ
ト
ン
的
思
慕
の
哲
学
を
持
っ
て
い
る
か
ら
。
（
傍
線
は
筆
者
）

と
述
べ
た
の
が
想
起
さ
れ
、
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

国

　
一
休
宗
純
は
、
屈
原
・
司
馬
相
如
・
王
維
・
李
白
・
杜
甫
・
白
居
易
・
寒

山
・
林
浦
・
王
安
石
・
蘇
載
・
黄
庭
堅
な
ど
多
く
の
中
国
詩
人
を
詠
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
杜
牧
を
と
り
あ
げ
、
一
休
の
詩
風
の
特
色
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
五
山
文
学
の
双
壁
と
称
せ
ら
れ
る
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
も
杜
牧
を
詠
じ

　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
3

　
　
　
　
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
時
代
が
下
っ
て
月
舟
寿
桂
（
4
6
～
5
3
）
は
、

て
い
る
が

そ
の
著
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
の
中
で
、

　
是
杜
牧
平
生
愛
郵
色
之
謂
也
。

　
例
ノ
杜
牧
力
缶
石
ダ
班
六
斎
。

　
村
（
村
庵
即
ち
希
世
霊
彦
）
云
ク
、
杜
牧
力
淫
乱
二
依
テ
、
二
喬
ヲ
云
モ
面

　
白
也
。

と
、
杜
牧
を
ば
好
色
の
詩
人
と
理
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

　
　
　
　
　
　
に
く
む

　
杜
牧
ハ
僧
ヲ
悪
也
。
（
さ
れ
ど
）
山
中
ニ
テ
僧
二
知
吾
カ
ト
問
ヘ
バ
不
知

　
ト
云
巷
議
テ
、
僧
ハ
殊
勝
ナ
ル
者
ト
テ
信
向
（
信
仰
）
ス
ル
也
。

と
記
し
て
、
杜
牧
を
仏
教
信
者
と
観
て
い
る
。
そ
う
い
う
五
山
文
学
僧
の
、

杜
牧
理
解
の
延
長
線
上
で
、
一
休
宗
純
は
次
の
よ
う
に
詠
う
。

　
　
國
杜
牧

　
宗
隙
法
毎
阿
房
宮
　
　
六
国
興
亡
六
国
風
　
　
筆
海
詞
林
何
所
似
　
　
晴

　
天
万
里
月
方
所

　
　
杜
牧
の
「
阿
房
宮
賦
」
は
臨
済
禅
を
生
き
い
き
と
表
す
活
句
で
あ
り
　
　
（
杜
牧
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
ぶ
り

　
　
賦
す
如
く
）
六
国
の
興
亡
は
（
秦
が
原
因
で
な
く
て
）
六
国
自
身
の
国
風
に
よ
っ
た

　
　
の
だ
（
故
に
己
事
を
究
明
し
、
脚
下
を
照
顧
せ
よ
）
　
　
杜
牧
の
筆
す
る
詩
句
は
何

　
　
を
粘
し
て
い
る
の
か
　
　
　
　
広
大
な
青
空
の
マ
ン
中
に
月
が
輝
い
て
い
る

杜
牧
は
「
阿
房
叙
事
」
で
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鳴
呼
、
六
国
を
滅
ぼ
す
者
は
六
国
な
り
。
秦
に
非
ざ
る
な
り
。

　
う
た

と
患
う
。
こ
れ
は
禅
者
に
と
り
繋
属
で
あ
る
。
『
碧
巌
録
』
二
十
に
、
”
須
ら

　
セ
　
　
へ

く
活
句
に
参
ず
べ
し
、
聖
句
に
参
ず
る
量
れ
”
と
教
え
て
い
る
。
ま
た
『
碧
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蔭木英雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
め

巌
録
』
三
十
九
に
、
”
水
中
に
元
思
量
し
。
月
は
青
天
に
在
り
”
と
述
べ
て

い
る
が
、
一
休
は
結
句
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め

　
杜
牧
の
筆
す
る
詞
句
は
、
そ
の
青
天
の
月
（
1
1
真
如
）
を
似
し
て
い
る
。

と
吟
破
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
國
賛
杜
牧
一

　
協
州
雲
雨
毎
年
悔
　
　
情
話
無
求
儒
雅
名
　
　
禅
楊
消
黒
髭
垂
雪
　
　
落

　
花
風
与
一
身
軽

　
　
真
摯
で
（
巫
旺
の
）
雲
雨
σ
お
引
に
男
女
σ
憬
叡
交
レ
だ
至
当
　
　
杜
牧
の
詩
情
は

　
　
き
よ

　
　
浄
ら
か
で
儒
雅
の
名
声
を
求
め
な
か
っ
た
　
　
禅
院
の
椅
子
で
（
茶
を
飲
め
ば
）
愁

　
　
は
消
え
て
、
白
髪
頭
に
　
　
落
花
の
風
が
吹
い
て
身
も
軽
い

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヨ

起
句
は
杜
牧
の
”
十
年
一
覚
楊
州
夢
”
〈
「
遣
懐
」
〉
、
転
結
句
は
、
や
は
り
杜

　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
カ

牧
の
”
今
日
髪
六
糸
禅
楊
畔
　
茶
姻
軽
麗
落
花
風
”
〈
「
酔
後
題
僧
院
」
〉
に
拠
っ

て
い
る
の
だ
が
、
『
三
体
詩
図
南
抄
』
は
「
酔
後
題
僧
院
」
に
つ
い
て
、

　
ア
ラ
無
興
ヤ
、
頭
ハ
シ
ラ
ガ
ニ
ナ
リ
テ
御
僧
寺
ノ
辺
デ
座
二
妓
女
モ
ナ
ク
、

　
酒
モ
不
飲
シ
テ
巳
上
落
花
風
二
茶
ヲ
畷
タ
マ
デ
也
。

と
解
説
し
て
、
杜
牧
を
放
蕩
児
と
観
て
い
る
。
一
休
も
同
じ
視
点
で
う
た
う
。

囮
賛
杜
牧
。

才
調
等
流
更
絶
倫
　
　
杜
書
記
業
偽
中
道
　
　
詩
情
夕
雲
流
量
色
　
　
不

説
蒼
生
説
美
κ

　
杜
牧
の
才
能
や
風
流
は
比
べ
る
者
が
無
く
　
　
杜
書
記
の
功
業
は
偽
中
に
真
を
詠
っ

　
　
た
事
じ
ゃ
　
　
詩
情
は
儒
者
の
風
雅
じ
ゃ
っ
た
が
色
欲
に
婬
れ
て
　
　
民
草
を
説
か

　
　
ず
に
美
ん
ば
が
駆
慈
説
い
て
お
っ
た

起
句
と
結
句
は
、
『
三
体
詩
』
李
商
隠
「
頁
生
」
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
宣
室
求
賢
放
逐
臣
　
　
頁
生
才
調
三
無
倫
　
　
可
石
釜
半
虚
前
席
　
　
不

　
へ
　
　
た
　
　
　
へ

　
問
蒼
生
問
鬼
神

に
依
っ
て
い
る
。
一
休
と
『
三
体
詩
』
の
違
い
は
、
起
句
の
風
流
と
結
句
の

美
人
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
寄
南
江
山
居
」
で
も
、
“
平
生
杜
牧
風
流
士
”
と
、

杜
牧
を
風
流
士
と
呼
ん
で
い
る
。

　
一
休
宗
純
の
風
流
と
い
う
の
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
記
す
①
美
風
の
な

ご
り
、
②
礼
法
に
拘
ら
ず
衆
に
異
な
る
こ
と
、
③
風
雅
、
④
寵
栄
に
浴
す
る

こ
と
等
の
意
味
だ
け
で
は
な
い
。

　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
風
流
自
ら
愛
す
寒
儒
の
意
く
「
雪
」
V

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
へ
　
ぬ
　
　
　
　
む
　
む

　
寒
儒
の
忠
義
　
也
風
流
〈
「
看
杜
詩
」
〉

　
む
　
む
　
　
　
ぬ
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
儒
雅
の
風
流
　
豊
に
邪
有
ら
ん
や
く
「
詩
」
〉

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
除
雪
の
吟
興
　
我
が
風
流
〈
「
南
園
残
菊
」
〉

は
、
陶
淵
明
や
杜
甫
の
如
き
詩
人
の
③
風
雅
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ぬ

　
円
成
公
案
　
風
流
を
愛
す
〈
「
円
相
」
〉

　
ね
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む

　
風
流
愛
す
べ
し
　
公
案
円
な
り
く
「
善
悪
未
嘗
混
云
々
」
V

　
　
　
　
ヵ
　
　
ヤ
　
　
　
　
む
　
　
む

　
見
処
の
風
流
　
悟
道
の
心
く
「
見
桃
花
図
」
V

と
い
う
よ
う
に
、
⑤
悟
り
の
境
を
暗
示
す
る
。
そ
し
て
、
圓
囮
や
、

　
む
　
む
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
少
年
の
風
流
事
を
失
却
す
く
「
羅
漢
遊
婬
坊
図
」
〉

　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
ま
た
　
カ
　
　
も

　
婬
坊
の
年
少
　
也
風
流
く
「
不
邪
婬
戒
」
V

1
1
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一休宗純の詩観・詩風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

の
句
は
、
釈
尊
の
弟
子
の
阿
難
少
年
が
、
婬
坊
で
大
智
を
発
い
た
仏
教
故
事

に
基
づ
い
て
お
り
、
風
流
は
⑥
艶
情
の
中
に
禅
旨
を
含
む
語
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
又
、
逆
に
固
に
見
ら
れ
る
如
く
、
世
俗
的
常
識
的
な
意
味
で
、

⑦
破
戒
的
な
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
禅
者
独
特
の
逆
説
的
破
戒

で
も
あ
る
。

　
一
休
の
”
美
人
”
の
語
に
つ
い
て
も
、
風
流
と
同
じ
事
が
言
え
る
の
で
あ

る
。

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

　
風
流
は
美
人
を
寵
す
る
盟
に
在
り
〈
「
題
画
」
〉

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も

　
風
流
愛
す
べ
し
　
美
人
の
粧
〈
「
閑
工
失
」
〉

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も

　
風
流
愛
す
べ
し
　
美
人
の
情
〈
「
園
悟
大
病
」
〉

　
へ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む

　
美
人
の
勝
熱
　
平
幕
の
談
〈
「
童
子
山
詞
図
」
〉

と
い
う
よ
う
に
、
艶
情
と
禅
心
を
内
包
し
た
用
例
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
個
体

的
に
存
在
化
し
て
い
る
の
が
、

　
　
　
へ
　
　
め
　
　
も
　
　
め
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
一
代
風
流
の
美
人
く
「
看
森
美
人
午
睡
」
V

森
侍
者
で
あ
り
、
そ
し
て
杜
牧
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
蛇
足
な
が
ら
圓
の
承
句
に
つ
い
て
、
一
言
説
明
し
て
お
き
た
い
。
『
碧
巌

録
』
七
十
（
麗
に
、

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
も

　
長
く
両
脚
を
野
べ
て
睡
れ
ば
、
偽
も
無
く
真
も
無
し
。

と
、
自
由
超
俗
の
悟
境
を
述
べ
て
い
る
が
、
一
休
は
、

　
杜
牧
は
偽
（
婬
於
色
）
の
中
に
真
（
風
流
）
を
詠
う
と
い
う
功
業
を
、
後
世

　
に
遣
し
た
の
で
あ
る
。

と
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
休
自
身
の
偽
悪
的
趣
向
も
、
こ
れ
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
そ

　
残
り
少
な
く
な
っ
た
紙
数
だ
が
、
”
嘉
芭
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
一

休
の
詩
風
の
特
色
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
、

　
杜
牧
は
蕊
苞
　
是
れ
我
が
徒
く
「
吸
美
人
婬
水
」
V

と
、
嘉
萱
に
於
て
、
杜
牧
と
同
類
意
識
を
抱
い
て
い
る
。
柳
田
聖
山
氏
は
、

　
無
頼
の
徒
、
ガ
サ
ガ
サ
し
て
い
る
こ
と
、
善
意
で
い
う
の
が
普
通
。
男
性

　
的
魅
力
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

と
述
べ
　
平
野
宗
浄
氏
は
『
大
漢
和
辞
典
』
の
、
”
泥
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
さ
ま
”
を
記
し
、
そ
の
上
に
、

　
蕊
芭
名
と
は
佳
名
と
対
照
的
で
、
あ
ま
り
か
ん
ば
し
く
な
い
名
を
い
う
。

　
あ
ら
あ
ら
し
い
と
い
う
形
容
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
％
）
一
休
宗
純
は
文
明
六
年
（
姻
）
二
月
の
「
龍
宝
山
大

徳
禅
寺
入
寺
法
語
」
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
新
長
老
　
乾
坤
一
箇
の
蕊
苞
〈
「
僧
宝
」
〉

と
述
べ
、

　
　
　
ヤ
　
　
ぬ

　
平
生
蕊
苞
小
馬
吟
　
　
酒
与
奪
露
場
亦
婬
〈
「
退
院
」
〉

　
　
　
　
　
つ
い
え
ん

と
放
吟
し
て
退
院
し
た
。
彼
は
ま
さ
に
蕊
苞
僧
で
あ
っ
た
。

　
一
休
は
自
分
を
虚
堂
智
愚
の
再
来
と
自
認
し
、
図
囮
囮
囮
な
ど
で
園
悟
克

勤
を
よ
く
吟
ず
る
の
で
あ
る
が
、
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
六
「
圓
悟
勤
禅
師
」

21912



蔭木英雄
こ
、

　
へ
　
　
ら
　
　
へ

　
蕊
萱
翁
　
別
に
長
処
有
り

と
い
う
句
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
蕊
萱
と
は
蜀
出
身
の
園
悟
克
勤
の
ア
ダ
名
な

の
で
あ
る
。
嘉
且
は
、
『
三
体
詩
』
最
多
収
載
の
杜
牧
と
、
小
艶
詩
で
開
悟

し
た
園
悟
禅
師
と
、
そ
し
て
一
休
の
三
者
を
結
び
つ
け
る
語
な
の
だ
っ
た
。

　
　
無
念
蔵
宿
を
嫌
わ
ず

　
平
生
蕨
得
面
白
名
　
　
官
階
言
詮
群
衆
驚
　
　
自
讃
殿
他
長
旧
識
　
　
乾

　
坤
江
海
我
詩
情

　
　
　
　
　
わ
　
し

　
　
ふ
だ
ん
拙
僧
（
一
休
は
）
嘉
菖
の
名
を
頂
戴
し
て
お
り
　
　
口
ま
か
せ
の
言
葉
（
艶

　
　
詩
や
罵
署
雑
言
）
に
人
々
は
驚
い
て
い
る
　
　
自
分
を
ほ
め
他
人
を
そ
し
っ
て
情
欲

　
　
と
小
知
を
増
長
し
て
　
　
広
い
天
地
江
海
が
そ
の
ま
ま
ワ
シ
の
詩
情
な
の
じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

題
は
囮
の
逆
で
あ
り
、
起
句
は
杜
牧
「
遣
懐
」
の
”
直
濡
青
楼
薄
倖
名
”
（
私

は
妓
楼
で
放
蕩
児
の
名
を
頂
戴
し
た
）
に
拠
っ
て
い
る
。
や
は
り
杜
牧
を
念
頭
に

置
い
て
吟
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
燕
苞
名
は
青
楼
薄
倖
名
に
重
な
る
の
で
あ

る
。
一
休
は
、
あ
る
時
は
、
”
狂
雲
は
真
に
是
れ
大
書
の
孫
”
〈
「
山
居
」
V
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と

自
讃
し
、
あ
る
時
に
は
、
”
栴
檀
の
仏
寺
利
名
の
禅
　
公
案
腰
に
纏
う
十
万

銭
”
〈
「
至
幸
長
老
云
々
」
〉
と
殿
憎
し
た
が
、
自
讃
殿
他
の
激
し
さ
も
、
蕊
＋
且

の
名
に
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
囲
自
賛

八
十
窮
僧
大
紫
＋
且

事
績
興
半
尚
勇
巴

半
醒
半
酔
花
前
酒
　
　
臨

　
済
徳
山
何
作
家

　
　
八
十
歳
の
老
い
ぼ
れ
の
ワ
シ
は
と
ん
で
も
な
い
無
頼
漢
で
　
　
色
街
の
遊
興
を
中
途

　
　
に
し
て
ま
だ
男
色
に
溺
れ
る
し
ま
つ
　
　
ほ
ろ
酔
い
機
嫌
で
花
見
酒
を
呑
め
ば
（
杜

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
し
　
　
も

　
　
牧
「
念
昔
遊
」
半
醒
半
酔
遊
三
日
に
拠
る
）
　
棒
喝
の
臨
済
徳
山
な
ん
ど
ど
う
し

　
　
て
大
師
家
で
あ
る
も
ん
か
（
ワ
シ
の
眼
中
に
な
い
わ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ

一
休
は
、
”
破
戒
の
沙
門
八
十
年
く
「
病
中
」
V
と
か
、
白
髪
の
残
僧
八
十
年
〈
「
季

秋
献
裏
云
々
」
〉
と
い
う
よ
う
に
、
八
十
年
の
生
涯
を
破
戒
の
残
僧
と
省
み
、

大
便
芭
と
ふ
り
か
え
る
。
そ
の
百
座
は
、
承
句
の
色
欲
に
繋
が
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

つ
た
。
そ
し
て
、
「
臨
済
義
玄
の
喝
や
徳
山
宣
鑑
の
棒
な
ど
糞
く
ら
え
」
と

　
み
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

大
見
得
を
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、
起
句
の
窮
僧
は
窮
措
大
（
ま
こ

と
の
道
人
）
を
基
底
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
制
限
紙
数
に
達
し
た
。
尻
切
れ
ト
ン
ボ
の
如
き
論
文
と
な
っ
た
が
、
一
休

文
学
の
特
色
を
示
す
偶
を
も
う
一
首
読
ん
で
、
結
び
に
代
え
る
。

　
　
歯
腔
萱
を
漸
塊
す

　
山
舎
多
年
隣
茂
陵
　
　
生
涯
雲
雨
一
律
僧
　
　
紙
窓
夜
坐
鉄
繁
下
　
　
一

　
点
寒
灯
照
寂
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
ワ
シ
の
山
小
屋
は
長
年
茂
陵
の
隣
に
あ
り
　
　
一
生
、
雲
や
雨
を
眺
め
て
暮
す
（
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
女
の
交
情
を
夢
み
る
）
閑
居
の
坊
主
で
あ
る
　
　
紙
窓
の
そ
ば
、
鉄
の
燭
台
の
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
坐
っ
て
い
る
と
　
　
寒
々
と
し
た
灯
が
さ
び
し
い
柄
を
照
ら
し
出
す

「
臨
済
・
徳
山
な
ど
糞
く
ら
え
」
と
色
情
に
溺
れ
る
大
蕊
菖
は
一
休
の
虚
像

な
の
か
、
毒
菖
を
悦
じ
て
大
灯
禅
を
細
々
と
護
持
す
る
一
休
が
実
像
な
の
か
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一休宗純の詩観・詩風
一
。
い
っ
た
い
一
休
像
を
ど
う
デ
ッ
サ
ン
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
太
平
・
欄

熟
・
飽
食
・
一
周
の
平
成
時
代
の
凡
知
で
は
、
一
休
文
学
は
到
底
は
か
り
知

れ
な
い
。
見
得
し
た
と
思
え
ば
、
す
る
り
と
視
野
か
ら
遠
さ
か
る
。
そ
れ
が

『
狂
雲
集
』
の
特
色
で
あ
り
、
又
魅
力
で
も
あ
ろ
う
。
一
柱
香
も
坐
ら
ぬ
者

が
、
一
面
的
に
論
評
す
る
事
だ
け
は
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
た

（
1
）
　
一
休
宗
純
に
と
り
佳
名
と
は
、
”
絶
代
佳
名
君
免
毫
”
今
山
谷
像
L
＞
“
可
憐

　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
悟
道
発
佳
名
”
〈
「
香
厳
一
口
」
〉
と
い
う
よ
う
に
、
詩
や
悟
道
の
名
声
で
あ
り

　
　
　
　
へ
　
　
ゐ

　
　
”
純
一
佳
名
発
海
東
”
〈
「
自
賛
」
〉
と
い
う
よ
う
に
自
負
し
て
い
る
。

（
2
）
　
中
本
論
文
の
末
尾
だ
け
紹
介
し
て
お
く
。
“
一
休
は
あ
る
場
合
に
は
詩
や
詩

　
情
を
否
定
し
、
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
が
、
「
名
利
」
「
塵
縁
」
を
断

　
ち
、
「
識
情
」
無
く
「
清
く
」
「
高
い
」
と
こ
ろ
、
詩
や
詩
情
も
何
ら
さ
し
さ
わ

　
り
な
く
是
認
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
”

（
3
）
近
刊
予
定
の
拙
著
『
乱
世
の
一
休
　
狂
雲
集
精
読
抄
　
』
で
は
、
百

　
三
十
首
の
精
解
と
味
読
を
試
み
た
。

（
4
）
　
萩
原
朔
太
郎
『
詩
の
原
理
』
（
新
潮
文
庫
七
三
頁
）

（
5
）
（
6
）
　
一
休
は
清
ら
か
な
詩
を
尊
ぶ
。
故
に
国
で
吟
日
清
と
悦
じ
る
。

（
7
）
　
『
三
三
録
』
五
十
八
に
”
一
日
雪
賓
に
問
う
、
「
至
道
無
難
、
唯
嫌
挾
択
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
酒
作
慶
生
」
宗
云
く
「
畜
生
、
畜
生
」
”
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も

（
8
）
　
七
慢
の
一
。
一
休
は
”
乗
興
四
三
一
三
髭
”
と
自
認
す
る
。

（
9
）
　
気
之
動
物
、
物
置
感
人
。
故
揺
蕩
性
情
、
形
諸
口
詠
。
（
中
略
）
動
天
地
、

　
感
鬼
神
、
莫
近
干
詩
。
（
『
詩
品
』
序
）

（
1
0
）
　
西
脇
順
三
郎
『
わ
が
詩
学
序
説
』

（
1
1
）
　
『
羅
湖
野
録
』
下
に
あ
る
。
な
お
一
休
に
は
”
仏
座
公
案
的
伝
無
”
〈
「
賛
兜

　
率
禅
師
」
〉
の
句
も
あ
る
。

（
1
2
）
　
『
三
三
詩
話
』
詩
弁
。
厳
羽
の
”
三
三
三
論
禅
”
は
多
く
の
評
老
に
よ
り
批

　
判
さ
れ
て
い
る
事
は
、
船
津
富
彦
『
中
国
詩
話
の
研
究
』
八
○
頁
以
下
を
参
照
。

（
1
3
）
大
寒
国
師
南
浦
紹
明
が
威
淳
三
年
（
一
二
六
七
）
秋
、
帰
朝
す
る
時
、
虚

　
堂
智
愚
が
贈
っ
た
偶
の
こ
と
。
結
句
に
”
東
海
児
孫
日
転
多
”
と
あ
る
に
拠
る
。

（
1
4
）
　
一
休
宗
純
が
少
年
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
『
三
体
詩
』
に
は
、
杜
牧
の
二
十

　
首
の
次
に
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
の
が
許
渾
の
十
七
首
で
あ
り
、
一
休
は
“
分

　
明
画
出
許
渾
図
”
〈
「
自
賛
」
〉
と
、
自
分
の
頂
相
（
肖
像
画
）
に
許
渾
の
姿
を

　
重
ね
合
せ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
『
五
灯
三
元
』
十
九
の
三
一
克
勤
の
項
に
あ
る
禅
宗
史
話
。
園
悟
は
金
山
で

　
罹
っ
た
大
病
が
治
っ
て
、
師
の
五
祖
法
演
の
も
の
に
帰
る
と
、
五
三
は
陳
提
刑

　
　
も
　
　
へ
　
　
ね

　
に
小
艶
詩
を
提
唱
し
て
い
た
。
そ
れ
を
耳
に
し
て
園
悟
は
大
悟
し
た
。

（
1
6
）
　
五
祖
法
演
が
陳
提
刑
に
提
唱
し
た
小
艶
詩
に
拠
っ
て
い
る
。
即
ち
、
”
頻
呼

　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
も

　
小
玉
元
無
事
　
　
三
三
檀
郎
認
四
声
”
。
こ
の
禅
話
は
一
休
が
よ
く
読
ん
だ
『
大

　
慧
武
庫
』
に
も
あ
る
。

（
1
7
）
　
『
五
灯
会
元
』
十
九
に
拠
る
と
、
園
悟
は
五
祖
法
演
の
小
艶
詩
提
唱
を
聴
い

　
　
　
　
ぬ

　
た
あ
と
鶏
が
欄
干
に
上
っ
て
鳴
く
の
を
聞
い
て
大
悟
し
た
。
そ
の
開
悟
偶
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
“
金
旧
記
錆
錦
繍
樟
　
笙
歌
叢
裡
酔
一
転
　
少
年
一
段
風
流
事
　
砥
評
佳
人
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ

　
自
知
”
で
あ
る
。
佳
人
は
囮
結
句
の
美
人
で
あ
る
。
な
お
、
一
休
宗
純
は
鴉
声

　
を
聞
い
て
悟
り
を
開
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

（
1
8
）
　
杜
甫
「
李
監
宅
」
の
“
且
食
双
魚
美
”
に
拠
る
。
し
か
し
、
双
魚
は
、
“
遠

　
方
か
ら
の
手
紙
”
と
い
う
意
も
あ
る
。

（
1
9
）
　
注
（
1
7
）
の
開
悟
偶
を
さ
す
。

（
2
0
）
　
中
本
三
編
『
酬
旧
庵
本
狂
雲
集
罫
書
』
解
説
一
六
六
頁
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蔭木英雄

（
2
1
）
　
萩
原
朔
太
郎
『
詩
の
原
理
』
第
十
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

（
2
2
）
　
『
空
華
集
』
巻
六
「
席
上
賦
五
言
詩
、
各
分
小
杜
（
杜
牧
）
千
里
鴬
暗
緑
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う

　
紅
句
、
為
韻
得
千
字
」
や
『
蕉
堅
稿
』
「
読
杜
牧
集
」
が
あ
る
。

（
2
3
）
筆
者
は
こ
れ
ま
で
『
狂
雲
集
』
解
釈
に
『
碧
巌
録
』
を
多
く
引
用
し
て
き

　
た
。
↓
休
と
『
碧
巌
録
』
に
つ
い
て
は
、
拙
論
二
休
さ
ん
の
詩
（
十
五
）
」
（
『
大

　
法
輪
』
平
成
二
年
十
一
号
所
収
）
を
参
看
さ
れ
た
い
。

（
2
4
）
　
講
談
社
『
日
本
の
禅
語
録
十
二
』
七
一
頁

（
2
5
）
　
『
大
漢
和
辞
典
』
は
蕊
菖
の
類
語
の
蕊
蕨
　
（
美
し
く
な
い
さ
ま
）
の
用
例
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も

　
し
て
、
黄
庭
堅
「
五
祖
演
禅
師
真
賛
」
誰
言
貌
蕊
競
、
具
相
三
十
二
を
あ
げ
て

　
い
る
。
園
悟
克
勤
の
師
の
五
祖
法
演
の
形
容
語
と
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　
参
考
の
為
に
法
系
を
示
す
と
、
，
f
祖
法
演
　
　
2
園
悟
克
勤
…
…
，
．
松
源
崇
岳

　
　
　
□
　
，
、
虚
堂
智
愚
　
□
　
2
宗
峰
妙
超
（
大
灯
国
師
）
…
…
3
一
休

　
宗
純
（
数
字
は
釈
尊
よ
り
の
世
代
）

（
2
6
）
　
『
狂
雲
集
全
釈
上
』
三
四
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ

（
2
7
）
病
ん
で
茂
陵
に
住
ん
だ
司
馬
相
如
を
さ
す
。
”
楚
台
暮
雲
茂
陵
吟
　
五
十
年

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
来
相
如
渇
”
〈
「
偶
作
」
〉
、
”
師
笑
茂
陵
空
薄
情
”
〈
「
岐
岳
和
尚
云
々
」
〉
の
よ
う

　
に
艶
情
の
意
を
含
む
。

　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
ぬ
　
　
ぬ

（
2
8
）
　
”
羨
看
一
錫
一
閑
僧
”
〈
「
画
」
〉
の
如
く
、
一
休
の
抱
く
理
想
像
。

（
2
9
）
　
固
圓
囮
の
灯
と
同
じ
く
、
大
灯
禅
を
い
う
。
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